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第
十
五
節
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
帰
国
　
文
久
二
年
秋
（
一
八
六
二
年
）
、
ポ
ン
ペ
の
後
任
と
し
て
長
崎
に
渡
来
し
、
養
生
所
並
び
に
医
学
所
に
教
鞭
を
と
っ
た
ボ
ー
ド
ゥ
ィ
ン
は
生
理
学
・
解
剖
学
・
眼
科
学
の
講
義
を
主
と
し
て
講
義
し
、
眼
科
手
術
室
を
養
生
所
に
設
け
、
分
析
究
理
所
を
附
設
し
て
漸
く
そ
の
任
期
を
終
ろ
う
と
し
て
い
た
。
慶
応
元
年
冬
（
一
八
六
五
年
十
二
月
よ
り
一
八
六
六
年
一
月
）
頃
ま
で
の
間
、
即
ち
養
生
所
が
精
得
館
と
改
称
さ
れ
て
半
年
後
に
は
後
任
者
を
推
薦
し
て
辞
任
す
る
こ
と
を
決
し
、
オ
ラ
ン
ダ
公
使
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
に
対
し
て
、
当
時
上
海
に
開
業
し
、
フ
ィ
セ
・
ア
ド
、
・
・
ラ
ル
．
コ
ー
プ
マ
ン
号
に
搭
乗
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
一
等
軍
医
マ
ン
ス
フ
ニ
ル
ト
を
推
薦
し
た
が
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
こ
れ
に
基
い
て
慶
応
二
年
一
月
十
目
（
一
八
六
六
年
二
月
二
十
四
日
）
に
幕
府
に
書
簡
を
提
出
し
た
．
幕
府
は
こ
れ
を
「
蛋
号
、
干
八
真
＋
牽
二
月
茜
日
、
自
代
弁
公
使
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
至
老
中
、
長
崎
病
院
教
師
ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
ー
ド
イ
ン
ノ
後
職
ヲ
「
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド
」
二
命
ゼ
ラ
レ
タ
キ
一
　
　
　
第
二
章
　
　
長
崎
医
学
の
基
礎
件
」
と
し
て
取
扱
い
、
一
月
十
三
日
（
陽
暦
二
月
二
十
八
日
）
に
取
扱
を
終
了
し
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
が
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ボ
ー
ド
ゥ
ィ
ン
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
長
崎
渡
来
ま
で
引
続
き
教
授
を
続
け
て
い
た
が
、
こ
れ
よ
り
先
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
年
）
六
月
、
幕
府
の
長
崎
に
派
遣
す
る
学
生
が
、
オ
ラ
ン
ダ
に
渡
っ
て
研
究
を
続
け
た
い
旨
を
申
出
る
の
で
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
と
長
崎
奉
行
を
通
じ
て
、
幕
府
に
こ
の
こ
と
を
申
請
し
、
そ
の
目
的
を
達
せ
し
め
て
や
り
た
い
旨
を
伝
え
た
が
、
幕
府
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。
　
慶
応
元
年
五
月
十
九
日
○
八
六
五
年
六
月
十
二
目
）
、
佐
賀
の
軍
港
三
重
津
を
発
し
た
電
流
丸
に
は
、
鍋
島
直
正
が
搭
乗
し
て
い
た
が
、
同
月
二
十
一
日
（
陽
暦
六
月
十
四
日
）
、
長
崎
五
島
町
に
入
つ
た
直
正
は
、
宿
泊
地
た
る
深
堀
藩
邸
に
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
を
招
き
、
胃
腸
病
及
び
神
経
痛
を
治
療
せ
し
め
た
。
そ
し
て
、
翌
二
年
九
月
二
十
五
日
（
一
八
六
六
年
十
一
月
二
日
）
、
直
正
は
侍
臣
古
川
与
一
を
長
崎
に
派
遣
し
て
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
を
招
碑
し
た
い
旨
を
伝
一129一
　
　
　
第
十
五
節
　
　
ボ
ー
ド
ゥ
ィ
ン
の
帰
国
え
し
め
た
の
で
、
十
月
四
日
（
陽
暦
十
一
月
十
日
）
、
伊
万
里
に
到
っ
た
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
、
再
び
同
地
に
お
い
て
直
正
を
診
療
し
た
。
そ
の
日
は
、
十
月
五
日
（
陽
暦
十
一
月
十
一
日
）
で
あ
っ
た
。
　
さ
て
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
年
）
七
月
、
ハ
ラ
タ
マ
と
共
に
江
戸
に
赴
い
た
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
七
月
二
十
八
日
（
陽
暦
八
月
二
十
六
目
）
に
江
戸
に
着
い
た
が
、
幕
府
と
の
交
渉
に
手
間
取
る
こ
と
が
あ
り
、
ハ
ラ
タ
マ
は
長
崎
帰
着
を
延
期
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
が
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
を
通
じ
て
幕
府
と
交
渉
し
た
の
は
先
の
留
学
生
の
問
題
で
、
八
月
五
日
（
陽
暦
九
月
十
三
日
）
に
至
り
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
に
対
し
て
再
び
こ
の
件
を
協
議
し
、
老
中
に
宛
て
た
書
簡
を
認
め
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
立
花
出
雲
守
に
対
し
て
も
同
様
の
申
請
を
な
し
た
の
で
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
幕
府
に
書
簡
を
認
め
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
書
簡
と
共
に
外
国
奉
行
に
提
出
し
た
．
幕
府
で
は
「
ま
号
、
干
八
百
六
十
六
年
九
月
十
三
日
、
自
代
弁
公
使
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
至
老
中
、
医
学
教
師
ボ
ー
ド
イ
ン
伝
習
生
荷
蘭
行
ノ
儀
二
付
、
建
白
一
件
、
別
二
通
」
と
し
て
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
の
書
簡
を
取
扱
っ
て
い
る
が
、
ボ
ー
ド
ゥ
ィ
ン
が
別
紙
の
書
簡
を
差
出
し
て
い
る
か
ら
、
よ
ろ
し
く
取
計
っ
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
叉
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
書
簡
は
「
六
十
六
年
九
月
十
三
日
附
一
一
元
軌
号
ノ
別
紙
、
老
中
宛
ボ
ー
ド
イ
ン
書
留
」
及
ぴ
「
長
崎
奉
行
宛
ボ
ー
ド
イ
ン
書
簡
」
と
し
て
取
扱
い
、
前
者
に
は
「
長
崎
在
留
和
蘭
国
医
師
ボ
ー
ド
イ
ン
汐
同
所
生
徒
之
儀
二
付
、
老
中
へ
申
出
た
る
書
付
薙
朋
丹
助
」
と
表
記
し
、
後
者
に
は
「
長
崎
在
留
医
師
和
蘭
人
ボ
ー
ド
イ
ン
澄
同
所
書
生
之
儀
二
付
立
花
伊
豆
守
へ
申
出
た
る
書
簡
薙
朋
サ
助
」
と
表
記
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
長
崎
の
医
学
所
に
お
い
て
自
分
の
教
え
る
学
生
諸
方
洪
載
、
松
本
錠
太
郎
、
池
田
謙
斎
、
戸
塚
静
伯
の
四
人
が
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
て
医
学
研
究
を
続
け
た
い
と
協
議
し
て
い
る
旨
を
伝
え
、
戸
塚
静
伯
を
留
学
生
と
決
定
す
べ
く
、
そ
の
推
薦
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
幕
府
は
「
荷
蘭
公
使
よ
り
差
出
侯
書
簡
之
儀
二
付
申
上
候
書
付
」
と
し
て
回
答
を
決
し
て
い
る
が
、
八
月
十
二
日
（
陽
暦
九
月
二
十
日
）
に
は
こ
れ
を
板
倉
周
防
守
に
呈
上
す
る
と
共
に
、
神
奈
川
の
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
に
こ
れ
を
発
し
て
い
る
。
今
、
こ
の
返
書
を
次
に
示
そ
う
と
思
う
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
菊
地
伊
予
守
、
柴
田
日
向
守
、
星
野
備
中
守
、
江
速
加
賀
守
、
朝
比
奈
甲
斐
守
、
石
野
筑
前
守
は
こ
れ
を
再
一130一
び
拒
絶
し
た
。
　
荷
蘭
公
使
よ
り
御
手
前
様
方
宛
書
簡
壱
封
差
出
候
二
付
披
封
反
訳
為
致
　
一
覧
仕
候
処
同
国
医
師
ボ
ー
ド
イ
ン
よ
り
御
手
前
様
方
宛
之
来
簡
井
立
　
花
出
雲
守
宛
之
書
簡
壱
封
つ
＼
相
托
し
候
二
付
即
差
上
候
趣
二
有
之
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
ボ
ー
ド
イ
ン
書
簡
之
趣
者
長
崎
表
医
学
校
於
て
習
業
い
た
し
居
候
緒
方
　
洪
哉
外
三
人
之
も
の
荷
蘭
国
江
留
学
致
し
度
二
付
願
出
候
様
相
頼
候
間
　
申
立
候
与
之
趣
二
有
之
既
二
昨
丑
年
六
月
中
右
同
様
之
趣
同
国
公
使
よ
　
り
書
簡
さ
し
出
候
二
付
其
節
御
不
都
合
之
趣
を
以
御
断
之
旨
御
返
簡
被
　
差
遣
候
へ
共
右
者
一
体
彼
国
都
府
江
さ
し
遣
修
業
仕
候
得
は
自
然
医
業
　
も
出
来
往
々
御
国
之
御
為
二
も
相
成
可
然
義
二
付
候
得
共
当
今
御
国
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
　
多
難
之
折
柄
故
右
等
之
御
都
合
二
も
相
成
兼
可
申
候
間
此
等
も
右
同
様
　
　
．
．
粥
（
難
牝
難
聾
響
影
　
　
　
　
　
　
先
ツ
　
之
振
合
を
以
同
公
使
江
御
断
相
成
候
方
良
哉
奉
存
候
間
即
御
返
簡
案
取
　
　
　
　
　
　
レ
レ
レ
じ
レ
レ
、
レ
　
調
差
上
申
候
依
之
此
段
申
上
段
以
上
　
　
　
寅
　
八
　
月
　
　
　
　
　
　
　
連
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
　
　
　
レ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
伊
予
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
日
向
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
野
備
中
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
速
加
賀
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
比
奈
甲
斐
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
野
筑
前
守
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
　
つ
ま
り
、
幕
末
の
多
事
多
端
な
折
柄
、
医
学
修
業
に
留
学
せ
し
め
て
も
大
し
た
効
果
も
な
い
と
政
治
的
圧
力
を
加
え
た
訳
で
あ
る
が
、
八
月
二
十
四
日
（
陽
暦
十
月
二
日
）
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
申
立
に
基
き
、
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
レ
ガ
ッ
ト
艦
プ
リ
ン
ス
・
ア
マ
リ
ア
号
汐
ぢ
8
謎
5
巴
一
蝉
　
を
以
て
、
長
崎
よ
り
バ
タ
ビ
ア
経
由
、
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
送
る
用
意
が
あ
る
旨
を
伝
え
、
充
分
な
医
学
教
育
を
与
え
る
べ
く
、
こ
の
趣
意
を
全
う
せ
し
め
た
い
旨
富
し
出
た
．
あ
書
煙
蕎
慮
「
謹
号
、
千
八
百
六
十
六
年
九
月
廿
二
日
、
自
代
弁
公
使
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
至
老
中
、
ボ
ウ
ド
イ
ン
日
本
医
生
修
行
ノ
為
メ
和
蘭
行
申
立
一
件
」
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
が
、
幕
府
内
の
一
部
の
閣
老
の
反
対
に
も
拘
わ
ら
ず
、
遂
に
こ
の
留
学
は
敢
行
さ
れ
た
。
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
推
薦
し
た
の
は
戸
塚
静
伯
で
あ
っ
た
が
、
留
学
生
と
決
定
し
た
の
は
緒
方
洪
載
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
帰
国
に
伴
う
第
二
次
オ
ラ
ン
ダ
医
学
留
学
生
の
選
考
を
終
っ
た
が
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
こ
の
時
の
決
定
に
従
っ
て
一
度
長
崎
に
帰
り
、
更
に
緒
方
洪
載
を
伴
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
に
向
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
八
月
二
十
六
日
（
陽
暦
十
月
四
目
）
、
幕
府
宛
て
に
帰
国
の
挨
一　131一
第
十
五
節
　
　
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
帰
国
拶
の
書
簡
を
認
め
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
に
托
し
た
の
で
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
八
月
三
十
日
（
陽
暦
十
月
八
日
）
に
幕
府
に
こ
れ
を
提
出
し
た
。
次
に
福
沢
諭
吉
の
訳
丈
を
示
そ
う
。
　
　
寅
　
八
月
晦
日
　
一
丙
寅
八
月
晦
旧
」
　
　
巨
巴
ヒ
い
号
　
　
百
四
十
七
　
　
　
千
八
百
六
十
六
年
第
十
月
八
日
江
戸
二
於
て
　
江
戸
外
国
事
務
宰
相
閣
下
二
呈
す
　
余
謹
て
別
紙
を
閣
下
二
呈
す
　
即
チ
此
別
紙
第
十
月
四
日
附
医
師
ボ
ー
　
ド
イ
ン
の
書
翰
二
而
同
人
事
第
十
一
月
一
日
日
本
を
去
る
二
付
　
兼
而
　
日
本
政
府
よ
り
厚
き
取
扱
ひ
を
蒙
り
た
る
を
謝
す
る
も
の
な
り
　
　
恐
埋
敬
白
　
　
　
荷
蘭
の
ポ
リ
チ
キ
ア
ゲ
ン
ト
兼
コ
ン
シ
ユ
ル
ゼ
ネ
ラ
ー
ル
　
　
　
　
ド
デ
ガ
ラ
ー
フ
フ
ァ
ン
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
　
　
　
（
返
翰
九
月
六
日
ノ
条
二
載
ス
）
こ
の
書
簿
「
六
±
ポ
吉
四
日
附
一
系
号
ノ
別
紙
」
「
此
度
帰
国
二
付
御
暇
乞
労
御
礼
書
」
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
て
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
の
添
状
の
別
紙
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
（
丙
寅
八
月
晦
日
）
　
　
　
千
八
百
六
十
六
年
第
十
月
四
日
江
戸
二
於
て
　
　
江
戸
御
老
中
閣
下
二
呈
す
　
謹
て
白
す
余
は
本
日
当
処
二
来
り
　
尚
叉
明
後
日
横
浜
二
赴
き
同
処
よ
　
り
便
り
の
あ
り
次
第
　
長
崎
江
行
船
積
な
り
　
長
崎
表
着
之
上
　
同
所
病
院
之
伝
習
は
医
師
フ
ァ
ン
　
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
　
マ
ヤ
　
ド
江
任
す
べ
し
　
同
人
は
余
が
不
在
之
時
既
二
此
勤
を
取
扱
ひ
し
者
な
　
り
　
当
月
の
末
二
至
れ
ば
　
余
が
日
本
二
雇
は
れ
た
る
職
務
を
終
る
期
限
な
　
る
が
故
二
第
十
一
月
一
日
二
は
告
別
し
て
速
二
日
本
を
去
る
べ
し
　
余
　
が
日
本
政
府
に
関
係
せ
る
間
　
政
府
よ
り
快
く
厚
き
取
扱
ひ
を
蒙
り
た
　
る
は
　
余
二
於
て
深
く
感
偲
し
謝
す
る
所
に
て
　
常
二
之
を
忘
る
、
こ
　
と
な
か
る
べ
し
　
余
が
希
望
す
る
所
ハ
長
崎
二
あ
る
医
学
校
の
益
々
繁
栄
し
て
洪
大
と
な
　
る
様
　
閣
下
二
お
ゐ
て
注
意
し
給
ふ
の
一
条
二
而
余
も
亦
此
事
を
大
切
　
二
思
ふ
べ
し
　
恐
怪
敬
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
医
学
校
第
一
等
医
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閣
下
の
臣
僕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ク
ト
ル
　
ホ
ー
ド
イ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
　
沢
　
諭
　
吉
　
訳
こ
の
蕎
を
蕎
叢
「
魏
号
、
千
八
冥
士
ハ
年
育
八
日
、
自
代
弁
公
使
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
至
老
中
、
大
意
医
師
ボ
ー
ド
イ
ン
帰
国
二
付
御
礼
書
添
翰
、
別
紙
一
通
」
と
し
て
取
扱
っ
て
一　132一
い
る
が
、
幕
府
は
九
月
六
日
（
陽
暦
十
月
十
四
日
）
に
至
り
、
次
の
書
簡
を
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
に
発
し
た
。
即
ち
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
に
対
す
る
謝
辞
を
呈
し
、
伝
言
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
和
蘭
コ
ン
シ
ユ
ル
セ
ネ
ラ
ー
ル
兼
ポ
リ
チ
ー
キ
ア
ゲ
ン
ト
　
　
　
エ
キ
セ
レ
ン
シ
ー
　
　
　
　
ド
デ
ガ
ラ
ー
フ
フ
ァ
ン
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
江
　
貴
国
第
十
月
八
目
附
書
簡
井
別
紙
医
官
ボ
ー
ド
イ
ン
よ
り
之
書
簡
共
落
　
手
右
ボ
ー
ド
イ
ソ
義
近
々
我
政
府
雇
中
之
期
限
終
る
を
以
貴
国
第
十
一
　
　
レ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
之
　
月
第
一
目
を
以
我
国
を
辞
し
去
る
べ
く
（
と
の
）
趣
領
解
せ
り
　
同
氏
　
雇
中
格
別
職
務
を
勤
勉
し
　
我
国
稗
益
少
な
か
ら
ざ
る
段
　
余
に
お
い
　
て
深
く
満
悦
す
る
所
な
り
　
左
れ
バ
此
上
同
氏
帰
国
之
後
も
尚
注
意
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
じ
レ
レ
レ
h
レ
レ
レ
レ
　
心
附
之
事
共
は
逸
々
書
送
い
た
し
呉
候
様
頼
入
度
其
段
其
許
渉
可
然
伝
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
　
告
あ
ら
ん
を
望
む
　
拝
具
謹
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
河
内
守
　
　
　
慶
応
二
年
丙
寅
九
月
六
日
　
　
　
　
　
松
平
周
防
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
縫
殿
頭
　
　
　
　
来
翰
八
月
晦
日
ノ
条
二
載
ス
　
処
で
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
こ
の
九
月
に
長
崎
に
帰
着
し
、
再
び
出
島
三
番
の
オ
ラ
ン
ダ
領
事
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
家
に
帰
っ
た
。
こ
の
ボ
ト
ド
ウ
ィ
ン
の
住
居
は
「
文
久
二
年
戌
十
月
ヨ
リ
慶
応
元
丑
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
年
迄
、
外
国
人
名
員
数
書
、
外
務
課
」
に
よ
れ
ば
、
幾
度
か
移
転
し
て
い
る
。
即
ち
、
慶
応
元
年
正
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
曽
っ
て
長
崎
に
渡
来
す
る
際
に
ポ
ン
ペ
を
介
し
て
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
を
紹
介
し
た
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
代
表
ア
．
イ
・
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
家
に
住
ん
で
い
た
が
、
こ
の
ア
・
イ
．
ボ
ー
ド
ウ
イ
ン
は
当
時
オ
ラ
ン
ダ
領
事
を
勤
め
、
出
島
一
番
の
地
に
住
ん
で
い
た
。
処
が
五
月
に
入
る
と
、
ア
・
イ
・
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
三
番
の
地
に
移
り
、
ボ
r
ド
ウ
ィ
ン
は
シ
キ
フ
を
伴
っ
て
二
番
の
地
に
移
っ
た
。
又
、
八
月
頃
ま
で
こ
の
二
番
に
い
た
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
、
十
月
に
は
再
び
三
番
の
ア
・
イ
・
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
家
に
籍
を
移
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
月
以
後
、
長
崎
を
離
れ
る
ま
で
こ
の
三
番
に
籍
が
あ
っ
た
。
　
ボ
ー
ド
ウ
イ
ン
は
慶
応
二
年
九
月
二
十
四
日
（
陽
暦
十
一
月
一
日
）
、
緒
方
洪
哉
と
共
に
プ
リ
ン
ス
・
ア
マ
リ
ア
号
に
搭
乗
し
て
オ
ラ
ン
ダ
に
向
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
緒
方
洪
哉
を
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
に
紹
介
し
て
入
学
の
手
続
を
と
っ
た
後
、
長
崎
に
向
っ
て
再
び
帰
っ
て
、
同
年
陽
暦
十
一
月
の
上
旬
の
こ
ろ
、
伊
万
里
地
方
に
赴
き
、
更
に
十
一
月
に
は
大
坂
に
赴
い
て
い
る
。
長
崎
奉
行
能
勢
一133一
　
　
　
第
十
五
節
　
　
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ソ
の
帰
国
大
隅
守
頼
之
及
び
徳
永
石
見
守
昌
親
は
十
月
八
日
（
陽
暦
十
一
月
十
四
日
）
、
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
便
に
よ
っ
て
「
蘭
医
ボ
ー
ド
ゥ
イ
ン
外
弐
人
佐
賀
表
江
差
遣
侯
儀
二
付
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
報
じ
、
十
一
月
十
四
日
（
陽
暦
十
二
月
二
十
日
）
に
は
両
奉
行
は
更
に
町
便
に
よ
っ
て
「
蘭
医
ボ
ー
ド
イ
ン
佐
賀
表
汐
帰
崎
仕
候
儀
二
付
申
上
候
書
付
」
を
進
達
し
、
こ
の
佐
賀
出
張
か
ら
帰
っ
た
報
告
と
同
時
に
両
奉
行
は
「
御
雇
蘭
医
ボ
！
ド
イ
ン
大
坂
表
江
被
差
遣
候
御
入
用
之
儀
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
居
留
地
掛
の
名
簿
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
慶
応
二
年
七
・
八
月
は
他
行
と
肩
書
さ
れ
、
十
月
よ
り
十
二
月
ま
で
は
そ
の
記
載
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
分
析
究
理
所
の
ハ
ラ
タ
マ
と
同
行
し
た
七
．
八
月
の
江
戸
旅
行
を
他
行
と
記
載
し
て
い
た
こ
と
を
覗
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
ボ
！
ド
ウ
ィ
ン
が
緒
方
洪
哉
を
伴
っ
て
長
崎
を
出
帆
し
た
こ
と
は
緒
方
惟
準
自
伝
に
も
見
え
る
が
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
に
赴
い
た
の
は
、
翌
年
六
月
以
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
っ
た
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
に
緒
方
惟
準
を
聴
講
せ
し
め
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
許
可
を
得
て
慶
応
四
年
一
月
に
は
長
崎
に
再
び
渡
来
し
た
適
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